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アセチル化木材アコヤの現状と今後の展望 
 

池上産業株式会社 坪倉真琴 

はじめに 

世界で唯一、実用化・量産化されているアセチル化木材「アコヤ」の生産がオランダで始まったの

は 2007 年のことである。その 2 年後には弊社が日本総代理店となり、日本での取扱も開始した。そ

こから約 6 年経った現在、アセチル化木材の利用は日本を含め世界に広がりを見せている。以下では、

アコヤの使用事例と環境性能についての話題も交えながら、アセチル化木材の現状と今後の展望につ

いて解説したい。 

 

１．アセチル化木材について 

無水酢酸を用いるアセチル化（図１）によって改質された木材は、「１）腐朽菌に対する優れた耐久

性能」と「２）環境変化に対しての高い寸法安定性能」があることが各国での長年の研究成果により

証明されている。木材は自然素材ならではの温もりや心地よさがあるものの、腐れ、割れ、シロアリ

被害などの欠点が懸念され、屋外での使用は敬遠されるケースが多い。防腐薬剤や重金属を注入する

ことで屋外使用を可能にした木材は存在するが、木材を使用する上では必ず考慮すべき「腐れ」や「割

れ」と言った欠点の克服を、こうした添加物を用いるのではなく、木材組織中の水酸基をアセチル基

に置き換えると言う分子レベルの改質により実現できたことは、多くの研究者から高い関心を得られ

た理由であり、近年実用化されている木質建材の中では非常に新しい素材であると言える。 

 

 

図１：木材のアセチル化反応 

 

 

２．アセチル化木材アコヤの現状について 

「アコヤ」は、Accsys Technologies 社の 100%子会社である Titan Wood 社（オランダ）で生産さ

れる、現在世界で唯一、実用化・量産化されているアセチル化処理木材だ。アセチル化木材の生産が

開始されたのが 2007 年のことで、これまで同社の年間生産能力は約 40,000m3であったが、2016 年

にはライセンス契約により、新工場が建設される。これにより年間生産能力が合計 100,000m3を超え

る予定だ。 

 日本におけるアセチル化木材の取扱は 2009 年より開始している。同年より JIS K 1571 に沿って進

められていた耐腐朽性能および防蟻性能試験は 2 年間の試験期間を経て、2012 年 9 月に（一社）日

本木材保存協会より「非保存剤処理木材」の認定を受けた。尚、防腐薬剤などの木材保存剤を使用し

ない防腐防蟻木材であることの証明である同認定を受けている無垢木材は、現在アセチル化木材ただ

一つである。この認定により、アコヤの性能と品質への信頼、そして安全性が裏付けられることとな

った。野外試験は認定取得後も継続して行われており、アセチル化木材は 5 年経過した現在も全く問
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図２は各材料 1m3あたりにおける、生産過程（原材料入手（Cradle）から製品が出来上がり工場の

門（Gate）を出るまで）において排出される温室効果ガスの排出量を示す。金属や合成樹脂と比較す

ると、アセチル化木材（アコヤ）を含め木材の温室効果ガス排出量は極めて少ない。環境性能を考慮

する際、自然の木がどんな合成物製品よりも勝っている事が分かる。 

 

             

排出量算出法：PASS2050:2011（なおアコヤ製サッシが使用される間に新たに生育する樹木の炭素固定量は加味されていない） 

 

図３：Cradle to Grave（単位 kg-CO2） 

出典：Vogtländer,J.G.(2013) “Cradle to Grave Carbon Footprint Assessment for Accoya® Wood and 

its Applications” Deft University of Technology 

 

図３は EU で生産され使用される窓の、原材料入手（Cradle）から製品の廃棄（Grave）までの温

室効果ガス排出量を示す。温室効果ガスを発生するだけの他の合成物製品と異なり、木材は温室効果

ガスの発生量を大気中から減少させる能力がある。アセチル化により製品寿命の長期化を実現してい

るアコヤは、廃棄までに排出する温室効果ガス量を、二酸化炭素酸素固定能力が上回るため数値はマ

イナスを示している。 

 

 

数値は 2000 年～2005 年の間の年間平均値 毎年計約 700 万 ha の森林が減少 

 

図４：世界の森林の今（単位 ha） 

出展：FAO Global Forest Resources Assessment 2005 

 

日常生活では忘れがちだが、生き物は周りの自然とつながり、私たち人間も自然から食べ物や燃料、

資源などをもらい生活している。また、そうした資源は無限にあるわけではない（図４）。未来の環境
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